
国
文
学
史
の
誕
生

千　
葉
　
真
　
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
ま
た
、
子
規
が
そ
の
価
値
を
称
揚
し
た
蕪
村
の
位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　変
化
を
見
せ
る
の
か
、
同
時
代
に
続
続
と
毎
年
の
よ
う
に
出
版
さ
れ
た
「
文
学

　
　
　
明
治
二
十
三
年
、
三
上
参
次
と
高
津
鍬
三
郎
に
よ
る
『
日
本
文
学
史
』
が
出
　
　
　
史
」
を
名
の
る
書
物
に
お
い
て
、
後
年
ま
で
続
く
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
に
形
成

　
　

版さ
れ
、
以
後
十
年
あ
ま
り
の
間
に
二
十
部
近
い
『
国
文
学
史
』
や
『
日
本
文
　
　
　
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
学
史
』
が
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
発
生
期
の
「
日
本
文
学
史
」
「
国
文
学
史
」

　
　
を
概
観
し
、
そ
れ
ら
の
「
文
学
史
」
に
お
い
て
過
去
の
作
家
や
作
品
に
対
す
る

　
　評
価
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
三
た
の
か
を
検
討
す
る
と
く
に
『
万
葉
　
　
一
文
学
史
は
ど
の
よ
う
匡
ま
れ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ま

　
　
集
』
・
『
古
今
和
歌
集
』
・
蕪
村
な
ど
の
評
価
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年
入
月
十
日
の
附
言
の
あ
る
永
井
一
孝
の
『
国
文
学
史
』
（
早
稲

　
　

れ
る
正
岡
子
規
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
大
学
滑
六
年
度
文
学
教
育
科
第
二
学
年
講
義
録
）
の
第
二
章
は
「
国
文
学
史

　
　
　
明
治
時
代
、
和
歌
の
規
範
で
あ
っ
た
『
古
今
和
歌
集
』
に
『
万
葉
集
』
が
　
　
　
に
関
す
る
著
書
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
明
治
二
十
三
年
の
三
上
参

　
　
取
っ
て
代
わ
る
と
い
う
の
は
常
識
で
あ
る
が
、
価
値
の
転
換
に
大
き
な
役
割
を
　
　
　
次
・
高
津
鍬
三
郎
に
よ
る
『
日
本
文
学
史
』
か
ら
明
治
三
十
五
年
二
月
の
、
こ

　
　

果た
し
た
の
が
正
岡
子
規
の
「
（
再
び
）
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
（
明
治
三
十
一
　
　
　
れ
も
三
上
・
高
津
の
手
に
な
る
『
側
定
　
日
本
文
学
小
史
』
ま
で
、
年
代
順
に

　
　
年
）
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
通
説
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
に
近
い
「
国
文
学
史
」
や
「
日
本
文
学
史
」
と
い
う
名
の
書
物
が
紹
介
さ

　
　
　
ま
た
、
蕪
村
が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
明
治
三
十
二
年
の
　
　
　
れ
て
い
る
。

　
　

『俳
人

蕪村
』
な
ど
に
よ
る
子
規
の
働
き
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
細
か
な
　
　
　
　
　
日
本
文
学
史
（
明
治
二
十
三
年
　
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
）

　
　

様相
を
点
検
し
よ
う
思
う
。
す
な
わ
ち
、
「
国
文
学
史
」
は
誕
生
後
間
も
な
い
　
　
　
　
中
等
教
育
　
日
本
文
学
史
（
明
治
二
十
五
年
　
小
中
村
義
象
・
増
田
干

　
　
時
点
で
文
学
史
上
の
価
値
観
の
転
換
に
遭
遇
す
る
。
ど
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
　
　
　
　
信
）

灘

　　
が
称
揚
さ
れ
『
古
今
和
歌
集
』
が
お
と
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
　
　
　
　
　
新
撰
日
本
文
学
史
略
（
明
治
二
十
五
年
　
鈴
木
弘
恭
）



2　
　
　
和
文
学
史
（
明
治
二
十
五
年
　
大
和
田
建
樹
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
す
る
が
、
『
和
文
学
史
』
（
大
和
田
建
樹
）
と
い
う
珍
し
い
書
名
も
あ
る
。
た

　
　
　
　
教
科
適用
日
本
文
学
小
史
（
明
治
二
十
六
年
　
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
　
　
　
だ
し
、
「
国
文
学
史
」
と
「
日
本
文
学
史
」
と
、
書
名
が
内
容
的
な
違
い
を
意

　
　
　
　
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
は
主
に
「
国
文
学
史
」
と
い
う
言
葉
を
用

　
　
　
　
中
学
国
文
史
（
明
治
二
十
八
年
新
保
磐
次
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
が
、
特
段
の
意
味
は
な
い
。
な
お
、
「
日
本
文
学
史
』
と
か
『
国
文
学
史
』

　
　
　
　
日
本
文
学
小
史
（
明
治
三
十
年
　
中
等
学
科
教
授
法
研
究
会
）
　
　
　
　
　
　
と
か
似
た
よ
う
な
書
名
ば
か
り
で
、
筆
者
自
身
も
混
乱
し
そ
う
に
な
る
の
で
、

　
　
　
　
日
本
文
学
史
要
（
明
治
三
十
一
年
　
佐
々
政
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
、
必
要
に
応
じ
て
書
名
の
前
に
著
者
名
を
付
け
て
お
く
。

　
　
　
　
日
本
文
学
史
（
明
治
三
十
二
年
　
ア
ス
ト
ン
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
の
講
義
録
と
い
う
形
で
毎
年
の
よ
う
に
文
学
史
を
世
に
送
り
出
し
た

　
　
　
　
日
本
大
文
学
史
（
明
治
三
十
二
年
大
和
田
建
樹
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
一
孝
は
、
こ
れ
ら
の
「
文
学
史
」
に
一
つ
一
つ
短
評
を
与
え
た
後
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
国
文
学
史
十
講
（
明
治
三
十
二
年
芳
賀
矢
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
総
括
す
る
。

　
　
　
　
中
等
教
科
日
本
文
学
史
（
明
治
三
十
三
年
内
海
弘
蔵
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
も
そ
も
我
が
国
に
国
文
学
史
の
公
に
せ
ら
れ
て
よ
り
僅
か
に
十
年
を
出

　
　
　
　
日
本
文
学
史
（
明
治
三
十
三
年
　
鈴
木
忠
孝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ざ
る
に
既
に
十
有
余
種
の
著
書
を
見
る
、
国
文
学
史
の
研
究
宛
も
隆
盛

　
　
　
　
中
等
教
科
日
本
文
学
史
（
明
治
三
十
四
年
笹
川
種
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
か
の
観
あ
り
。
然
れ
ど
も
上
に
も
記
載
し
た
る
が
如
く
十
有
余
種
の

　
　
　
　
日
本
文
学
史
教
科
書
（
明
治
三
十
四
年
　
藤
岡
作
太
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
史
も
仔
細
に
稽
査
し
来
れ
ば
何
れ
も
大
同
小
異
に
し
て
ア
ス
ト
ン
氏

　
　
　
　
日
本
文
学
史
教
科
書
備
考
（
明
治
三
十
五
年
　
藤
岡
作
太
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
と
芳
賀
氏
の
と
の
梢
々
見
地
を
異
に
し
た
る
外
最
初
に
出
た
る
三
上
氏

　
　
　
　
国
文
学
史
教
科
書
（
明
治
三
十
五
年
高
野
辰
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
の
書
に
幾
何
も
抽
ん
で
た
る
所
あ
る
を
見
ず
。
但
し
是
等
の
中
の
多
数

　
　
　
　
剛
定日
本
文
学
小
史
（
明
治
三
十
五
年
　
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
）
　
　
　
　
　
は
中
学
校
師
範
学
校
及
び
高
等
女
学
校
な
ど
の
教
科
書
と
し
て
編
纂
し
た

　
　
　

永井
は
こ
れ
ら
を
列
記
し
た
後
、
「
講
義
録
を
一
巻
と
せ
る
も
の
」
と
し
　
　
　
　
　
る
も
の
な
れ
ば
其
の
当
否
は
教
科
書
と
し
て
の
如
何
に
存
す
る
も
の
な
る

　　
　
て
、
関
根
正
直
の
『
日
本
文
学
史
』
と
萩
野
由
之
『
日
本
文
学
史
大
要
』
が
紹
　
　
　
　
　
べ
し
。

　
　

介さ
れ
て
い
る
。
関
根
の
も
の
は
「
明
治
二
十
六
年
の
頃
哲
学
館
の
講
義
録
に
　
　
　
　
永
井
の
言
う
よ
う
に
、
多
く
の
文
学
史
は
教
科
書
と
し
て
の
需
要
に
応
じ
て

　
　
載
せ
ら
れ
」
、
萩
野
の
も
の
は
「
明
治
二
十
七
八
年
の
交
尋
常
師
範
学
科
講
義
　
　
　
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
序
文
に
も
文
学
史
の
意
義
付
け
な
ど
を
詳
し
く

　
　

録に
載
せ
ら
れ
た
る
な
り
と
そ
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
永
井
自
身
の
「
本
講
義
録
　
　
　
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
規
定
さ
れ
た
時
間
内
に
収
ま
る
よ
う
な
も
の
で
な
け

　　
　
に
於
い
て
物
し
た
る
」
『
日
本
文
学
史
』
、
和
田
万
吉
と
永
井
の
共
著
の
『
国
文
　
　
　
れ
ば
実
用
に
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
序
文
も
至
っ
て
簡
潔
に
そ
の
本
の
簡
明

　
　

学
小史
』
（
明
治
三
十
二
年
）
『
剛
定
国
文
学
小
史
』
を
付
け
加
え
る
。
　
　
　
　
　
　
を
誇
示
す
る
よ
う
な
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
最
初
の
文
学
史
で
あ
る
『
日
本

　
　
　

大部
分
は
「
国
文
学
史
」
か
「
日
本
文
学
史
」
を
書
名
の
全
部
ま
た
は
一
部
　
　
　
文
学
史
』
や
、
数
年
後
に
五
冊
本
の
『
日
本
大
文
学
史
』
を
完
成
す
る
こ
と
に



　
　
な
る
大
和
田
建
樹
の
『
和
文
学
史
』
な
ど
は
、
文
学
史
を
作
り
出
す
意
気
込
み
　
　
　
　
　
　
　
き
例
証
を
の
み
掲
げ
、
以
て
足
れ
り
と
す
る
能
は
ず
。
狼
雑
卑
野
な

　
　
を
若
々
し
い
筆
致
で
記
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
時
代
に
は
、
之
が
反
照
と
し
て
、
必
ず
獲
雑
卑
野
な
る
文
学
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ヨ

　
　
　　
　
一
　
文
学
の
効
用
、
文
学
史
の
価
値
等
は
、
本
書
総
論
に
於
て
之
を
論
じ
　
　
　
　
　
　
　
る
あ
り
。
（
『
日
本
文
学
史
』
緒
言
）

　
　
　
　
　
　
た
れ
ば
、
今
、
叢
に
は
著
者
が
此
書
を
作
り
た
る
来
歴
を
述
べ
て
、
　
　
　
　
　
わ
が
文
学
史
か
・
ん
と
企
て
し
は
明
治
十
三
年
。
東
京
に
出
た
る
翌
年
な

　
　
　
　
　
　

其
志
のあ
る
と
こ
ろ
を
示
し
、
井
せ
て
、
此
書
の
体
裁
に
就
き
て
一
　
　
　
　
　
り
き
。
一
日
友
人
の
持
ち
た
る
コ
リ
ア
氏
の
英
文
学
史
を
見
て
、
我
国
に

　
　
　
　
　
　

言

せ
んと
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
斯
か
る
も
の
書
き
て
見
ば
や
と
。
ま
つ
こ
・
に
思
ひ
起
し
つ
る
が
。
其

　
　
　
　　
一
　
著
者
二
人
曾
て
大
学
に
在
り
し
時
、
共
に
常
に
西
洋
の
文
学
書
を
繕
　
　
　
　
　
後
本
郷
の
下
宿
に
居
て
彼
書
を
手
な
ら
し
読
む
ま
・
に
。
興
味
い
よ
い
よ

　
　
　
　
　
　
き
て
、
其
編
纂
法
の
宜
し
き
を
得
た
る
を
嘆
賞
し
、
ま
た
文
学
史
と
　
　
　
　
　
加
は
り
て
。
チ
ョ
ー
サ
ー
は
人
麿
。
ス
コ
ッ
ト
は
馬
琴
に
や
あ
ら
ん
。
羅

　
　
　
　
　
　

い

ふ書
あ
り
て
、
文
学
の
発
達
を
詳
か
に
せ
る
を
観
、
之
を
研
究
す
　
　
　
　
　
馬
盛
衰
記
の
ギ
ボ
ン
こ
そ
日
本
に
は
無
け
れ
な
ど
比
較
し
つ
つ
。
明
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ヰ

　
　
　
　
　
　
る
順
序
の
、
よ
く
整
ひ
た
る
を
喜
び
き
。
之
と
同
時
に
、
本
邦
に
は
　
　
　
　
　
も
暮
れ
て
も
我
腹
稿
を
ぞ
立
て
居
た
り
し
。
（
『
和
文
学
史
』
自
序
）

　
　
　
　
　
　
未
だ
彼
が
如
き
文
学
書
あ
ら
ず
、
ま
た
文
学
史
と
い
ふ
者
も
な
く
し
　
　
　
　
両
者
と
も
、
西
洋
人
の
書
い
た
文
学
史
を
見
て
、
「
如
何
に
も
し
て
我
国
に

　
　
　
　
　
　
て
、
本
邦
の
文
学
を
研
究
す
る
は
、
外
国
の
文
学
を
研
究
す
る
よ
り
　
　
　
も
彼
に
劣
ら
ざ
る
文
学
書
ま
た
彼
に
譲
ら
ざ
る
文
学
史
あ
ら
し
め
ん
」
「
我
国

　
　
　
　
　
　
も
一
層
困
難
な
る
こ
と
を
感
ず
る
毎
に
、
未
だ
曾
て
、
彼
を
羨
み
、
　
　
　
に
も
斯
か
る
も
の
書
き
て
見
ば
や
」
と
思
っ
た
の
が
第
一
の
動
機
で
あ
る
。
加

　
　
　
　
　
　

此を
憐
み
、
如
何
に
も
し
て
我
国
に
も
彼
に
劣
ら
ざ
る
文
学
書
ま
　
　
　
え
て
、
こ
れ
ま
で
こ
の
国
に
な
か
っ
た
文
学
史
を
著
す
の
に
は
、
文
学
の
将
来

　
　
　
　
　
　
た
彼
に
譲
ら
ざ
る
文
学
史
あ
ら
し
め
ん
と
の
慷
慨
の
念
、
勃
然
と
し
　
　
　
に
つ
い
て
の
指
針
を
示
そ
う
と
い
う
意
気
込
み
も
存
在
し
た
。
単
に
、
西
洋
に

　
　
　
　
　
　

て

起ら
ざ
る
こ
と
無
か
り
き
。
…
…
著
者
の
学
友
な
る
上
田
万
年
氏
　
　
　
あ
っ
て
我
国
に
は
な
い
か
ら
と
い
う
動
機
だ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
は
、
国
文
学
な
る
一
書
を
出
板
せ
ら
れ
、
芳
賀
矢
一
、
立
花
銑
三
郎
　
　
　
　
　
今
、
余
輩
が
、
此
文
学
史
を
著
し
て
、
本
邦
文
学
の
光
輝
を
発
揚
し
、
以

　
　
　
　
　
　

の

両氏
、
ま
た
国
文
学
読
本
を
公
に
せ
ら
れ
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
右
に
云
へ
る
効
果
を
奏
せ
ん
事
を
翼
ふ
は
、
特
に
今
日
に
於
て
は
、
甚

　
　
　
　　
一
　
本
書
の
体
裁
は
、
西
洋
各
国
に
あ
る
文
学
史
と
文
学
書
と
の
体
裁
を
　
　
　
　
　
だ
必
要
の
こ
と
と
信
ず
。
蓋
し
文
学
史
は
、
国
民
を
し
て
、
自
国
を
愛
慕

　
　
　
　
　
　
参
考
し
て
、
之
を
折
衷
勘
酌
し
た
る
も
の
な
り
。
…
…
二
者
を
合
せ
　
　
　
　
　
す
る
観
念
を
深
か
ら
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
現
時
文
章
の
体
裁
の
千
差
万

　
　
　
　
　
　
て
一
種
特
別
の
文
学
史
を
作
ら
ん
に
は
、
…
…
特
に
教
科
用
に
於
て
　
　
　
　
　
別
な
る
を
憂
ふ
る
者
は
、
此
史
に
徴
し
て
既
往
に
鑑
み
な
ば
、
其
適
従
す

　
　
　
　
　
　
其
便
多
か
る
べ
し
と
思
ひ
た
り
。
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
こ
ろ
を
定
む
る
に
つ
き
て
、
稗
補
す
る
こ
と
あ
る
べ
け
れ
ば
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
う

　
　
　
　　
一
　
本
書
は
実
に
本
邦
文
学
史
の
嗜
矢
な
り
。
…
…
既
に
文
学
の
歴
史
と
　
　
　
　
　
（
『
日
本
文
学
史
』
上
）

灘

　
　
　
　　
　
い
へ
ば
、
通
常
の
文
学
書
に
於
け
る
が
如
く
、
妙
絶
に
し
て
弊
害
な
　
　
　
　
　
和
文
学
史
は
我
国
文
学
の
沿
革
を
述
べ
、
読
者
を
し
て
明
治
文
学
の
因
つ



謹

　
　　
　
て
来
る
処
と
、
将
来
文
学
の
鑑
む
べ
き
処
と
を
知
ら
し
む
る
に
あ
り
、
徒
　
　
　
『
万
葉
集
』
が
出
て
く
る
ま
で
に
九
十
ペ
ー
ジ
以
上
を
費
や
す
。
そ
れ
が
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぴ

　
　
　
　
に
古
文
古
歌
の
作
例
と
其
出
来
事
と
を
、
連
絡
な
く
列
挙
せ
る
も
の
に
あ
　
　
　
等
教
育
の
教
科
書
に
な
る
と
非
常
に
簡
単
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
ら
ず
。
〈
『
和
文
学
史
』
凡
例
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
論

　
　
　

数は
少
な
く
な
い
も
の
の
、
中
等
教
育
の
教
科
書
と
し
て
の
需
要
に
応
え
る
　
　
　
　
　
第
一
篇
　
上
古
又
混
沌
時
代
　
　
神
代
文
字
及
び
歌
謳
・
漢
学
及
び
仏
教

　
　
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
内
容
も
分
量
も
似
た
り
よ
っ
た
り
と
永
井
は
ま
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
伝
来

　
　
て

いる
が
、
大
同
小
異
の
文
学
史
と
は
い
え
、
志
す
と
こ
ろ
を
あ
え
て
言
明
す
　
　
　
　
　
第
二
篇
　
奈
良
時
代
又
万
葉
集
時
代
　
　
奈
良
時
代
の
文
章
・
奈
良
時
代

　
　
る
な
ら
ば
、
『
日
本
文
学
史
↑
や
『
・
和
文
学
史
』
と
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
の
歌
・
片
仮
名
の
創
作

　
　

大和
田
の
言
う
「
古
文
古
歌
の
作
例
と
其
出
来
事
と
を
、
連
絡
な
く
列
挙
せ
る
　
　
　
　
　
第
三
篇
　
藤
原
時
代
又
源
氏
物
語
時
代
　
　
平
仮
名
の
創
作
・
藤
原
時
代

　
　
も
の
」
を
送
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
文
章
・
藤
原
時
代
の
歌

　
　
　
　
文
学
史
を
読
ま
む
者
は
、
古
来
斯
文
の
沿
革
盛
衰
を
見
る
と
共
に
、
傍
ら
　
　
　
　
　
第
四
篇
　
鎌
倉
時
代
又
戦
記
文
時
代
　
　
鎌
倉
時
代
の
文
章
・
鎌
倉
時
代

　
　
　
　
時
制
風
俗
を
察
し
、
前
轍
に
鑑
み
て
、
深
く
後
来
に
注
意
せ
よ
。
今
日
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
歌

　
　
　
　
後
の
文
学
を
、
い
か
な
る
方
に
趣
け
、
雑
体
な
る
文
章
を
も
、
い
か
な
る
　
　
　
　
　
第
五
篇
　
足
利
時
代
又
謡
曲
文
時
代
　
　
足
利
時
代
の
文
章
・
足
利
時
代

　
　
　
　
所
に
定
む
べ
き
か
、
是
れ
ら
も
皆
、
文
学
史
に
よ
り
て
、
得
る
所
あ
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ア

　
　
　
　

かし
。
（
関
根
『
日
本
文
学
史
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
篇
　
徳
川
時
代
又
文
学
極
盛
時
代
　
　
徳
川
時
代
の
文
章
・
徳
川
時

　
　
　

文
学史
の
目
的
は
「
文
学
史
の
蟷
矢
」
で
あ
る
三
上
・
高
津
の
『
日
本
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
の
歌

　
　
史
』
以
来
、
「
此
史
に
徴
し
て
既
往
に
鑑
み
な
ば
、
其
適
従
す
る
と
こ
ろ
を
定
　
　
　
　
「
源
氏
物
語
時
代
」
の
よ
う
な
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
い
さ
さ
か
異
様
で
あ
る

　
　

む
る
に
つ
き
て
、
稗
補
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
古
来
の
文
学
作
品
の
、
そ
れ
　
　
　
が
、
時
代
の
特
徴
と
し
て
は
違
和
感
は
な
い
。
以
後
、
右
の
よ
う
な
枠
組
み
で

　
　
な
り
に
筋
の
通
っ
た
カ
タ
ロ
グ
の
提
供
に
よ
っ
て
「
本
邦
の
文
学
を
研
究
す
　
　
　
中
等
教
育
の
生
徒
は
作
家
や
作
贔
の
名
前
を
暗
記
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
る
は
、
外
国
の
文
学
を
研
究
す
る
よ
り
も
一
層
困
難
な
る
こ
と
」
と
い
う
状
態
　
　
　
　
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
「
其
適
従
す
る
と
こ
ろ
を
定
む
る
」
上
で
こ
れ
ら

　
　

から
の
脱
却
は
果
た
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
三
上
・
高
津
の
『
日
本
文
学
　
　
　
の
文
学
史
の
果
た
し
た
役
割
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
り
、
「
明
治
文
学
の
因
つ
て
来

　
　
史
』
は
文
学
史
の
出
発
点
だ
け
あ
っ
て
、
非
常
に
豊
富
な
内
容
と
そ
れ
を
反
映
　
　
　
る
処
と
、
将
来
文
学
の
鑑
む
べ
き
処
と
を
知
ら
し
む
る
」
こ
と
に
文
学
史
が
ど

　
　
し
て
詳
細
な
目
次
を
持
つ
。
と
く
に
平
安
時
代
ま
で
が
非
常
に
詳
し
い
。
す
な
　
　
　
れ
ほ
ど
寄
与
し
た
と
言
え
る
か
、
う
た
い
文
句
を
真
に
受
け
る
必
要
は
な
い

　
　
わ
ち
、
総
論
で
文
学
史
や
文
学
の
定
義
を
述
べ
、
第
一
篇
「
日
本
文
学
の
起
　
　
　
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
古
来
斯
文
の
沿
革
盛
衰
を
見
る
」
こ
と
に
お
い
て
も
、

　
　

源及
び
発
達
」
が
続
き
、
第
二
篇
「
奈
良
朝
の
文
学
」
に
お
い
て
『
古
事
記
』
　
　
　
続
々
と
現
れ
た
文
学
史
よ
り
、
一
人
の
実
作
者
兼
批
評
家
の
役
割
が
高
く
評
価



　
　
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
夫
・
長
塚
節
ら
を
経
て
、
大
正
・
昭
和
に
か
け
、
島
木
赤
彦
・
斎
藤
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
・
土
屋
文
明
等
が
目
覚
し
い
活
動
を
示
し
、
近
代
的
な
万
葉
観
の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　　
「
国
文
学
史
」
に
お
け
る
正
岡
子
規
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
村

　
　
　

俳句
や
和
歌
の
革
新
者
で
あ
っ
た
正
岡
子
規
は
、
同
時
に
文
学
史
上
の
価
値
　
　
　
　
　
『
俳
譜
発
句
題
叢
』
（
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
刊
）
を
通
じ
て
蕪
村
を

　
　

の転
換
を
も
た
ら
し
た
存
在
で
あ
る
。
辞
典
や
注
釈
書
で
『
万
葉
集
』
・
『
古
今
　
　
　
　
　
知
っ
た
正
岡
子
規
は
、
八
方
探
索
の
果
て
に
明
治
二
十
六
年
か
ら
二
十
七

　
　
集
』
・
蕪
村
な
ど
の
受
容
史
の
記
述
を
見
れ
ば
、
子
規
の
役
割
が
肯
定
的
で
あ
　
　
　
　
　
年
に
か
け
て
『
蕪
村
句
集
』
上
下
を
相
次
い
で
入
手
し
、
俳
人
蕪
村
の
名

　
　

れ否
定
的
で
あ
れ
、
た
い
へ
ん
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
　
　
　
　
　
を
世
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
蕪
村
調
を
唱
道
、
明
治
三
十
年
に
始
ま
る

　
　
る
。
ま
ず
、
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
で
『
万
葉
集
』
・
『
古
今
和
歌
集
』
・
蕪
村
　
　
　
　
　
『
俳
人
蕪
村
』
の
連
載
を
通
じ
て
、
そ
の
客
観
的
・
絵
画
的
表
現
を
範
に

　
　
な
ど
の
項
目
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仰
ぎ
、
写
生
を
軸
と
す
る
近
代
俳
句
の
路
線
を
決
定
し
た
。
子
規
の
発
見

　
　
　

古
今和
歌
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
復
活
し
て
以
後
、
近
代
の
俳
人
・
詩
人
に
し
て
蕪
村
か
ら
何
ら

　
　
　
　

近代
で
は
明
治
二
十
七
年
の
与
謝
野
鉄
幹
「
亡
国
の
音
」
は
、
香
川
景
樹
　
　
　
　
　
か
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
は
な
い
と
い
っ
て
も
よ
く
…
…

　
　
　
　

流
の

歌
壇
の

趨勢
を
「
婦
女
子
の
歌
」
「
狭
小
」
「
繊
弱
」
「
卑
俗
」
等
々
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
価
値
の
転
換
者
と
し
て
の
子
規
に
つ
い
て
は
、
評
価
が
定
着
し

　
　
　
　
と
攻
撃
し
た
が
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
古
今
調
へ
の
非
難
と
見
ら
れ
　
　
　
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
が
、
子
規
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
『
古
今
集
』
の
注
釈

　
　
　
　
よ
う
。
明
治
三
十
一
年
の
正
岡
子
規
「
歌
よ
み
に
あ
た
ふ
る
書
」
は
、
万
　
　
　
者
に
と
っ
て
は
、
子
規
は
近
代
の
偏
見
の
張
本
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
葉
調
讃
美
と
表
裏
を
な
し
た
古
今
調
否
定
と
し
て
知
ら
れ
、
「
理
窟
」
「
駄
　
　
　
　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』

　
　
　
　
洒
落
」
「
主
観
的
」
「
嘘
」
等
々
の
非
難
の
根
底
に
は
、
直
接
的
に
感
情
を
　
　
　
　
　
明
治
に
な
っ
て
、
正
岡
子
規
は
古
今
集
を
理
窟
の
歌
で
あ
っ
て
つ
ま
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ヲ

　
　
　
　

述
べる
『
万
葉
集
』
と
、
言
葉
の
あ
や
の
世
界
に
生
き
る
『
古
今
集
』
と
　
　
　
　
　
い
と
し
、
今
も
そ
の
思
想
が
普
及
し
て
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

のち
が
い
が
、
対
極
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
今
和
歌
集
全
評
釈

　
　
　

万
葉集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
は
、
古
今
和
歌
集
に
対
す
る
近
代
の
偏
見
で
あ
る
。
時
に
三
十
歳
の

　
　
　
　
そ
し
て
三
十
年
代
に
入
る
と
、
『
古
今
集
』
尊
重
の
歌
壇
の
風
潮
を
大
胆
　
　
　
　
　
正
岡
子
規
が
一
種
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
当
時
の
偶
像
で
あ
っ
た
古
今

　
　
　
　
に
否
定
し
、
『
万
葉
集
』
の
復
活
を
力
説
強
調
し
た
正
岡
子
規
の
「
歌
よ
　
　
　
　
　
和
歌
集
と
そ
の
代
表
的
歌
人
紀
貫
之
と
の
権
威
を
激
越
な
調
子
で
打
倒
し

　
　
　
　

み
に
与
ふ
る
書
」
が
出
現
し
、
以
後
、
根
岸
派
・
ア
ラ
ラ
ギ
派
を
通
じ
て
　
　
　
　
　
さ
る
こ
と
に
よ
り
近
代
の
の
ろ
し
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
爾
来
、
注
釈

五

　
　
　

歌壇
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
批
評
が
活
溌
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
伊
藤
左
　
　
　
　
　
者
・
研
究
者
の
目
も
そ
れ
に
眩
惑
さ
れ
て
し
ま
い
、
撰
者
た
ち
の
歌
よ
り



灘

　
　
　
も
詠
み
人
知
ら
ず
の
歌
の
方
を
万
葉
的
で
あ
る
と
て
高
く
評
価
し
た
り
、
　
　
　
　
　
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
そ
れ
は
強
い
火
影
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
（
新
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ロ

　
　
　
　
た
ま
に
景
樹
な
ど
が
い
き
い
き
し
た
解
釈
を
施
し
て
い
る
と
、
そ
れ
は
　
　
　
　
　
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』
）

　
　
　
　
「迎
へ
て
の
解
」
で
あ
る
と
し
て
退
け
た
り
、
古
今
和
歌
集
の
歌
と
し
言
　
　
　
　
だ
が
、
明
治
二
十
三
年
以
来
、
次
々
と
公
刊
さ
れ
た
「
文
学
史
」
は
、
子
規

　
　
　
　
え
ば
、
お
お
む
ね
観
念
的
に
し
て
理
屈
で
こ
ね
あ
げ
た
く
だ
ら
な
い
も
の
　
　
　
に
追
随
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
と
見
る
の
が
正
統
な
解
釈
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
さ
れ
て
き
た
感
が
な
　
　
　
　
『
万
葉
集
』
や
蕪
村
の
方
は
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
だ
け
で
済
ま
せ
て
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
リ

　
　
　
　

い

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
そ
こ
で
も
、
子
規
に
対
す
る
言
及
は
あ
っ
て
も
、
大
量
に
著
さ
れ
た
文
学

　
　
　

『古今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
と
言
え
ば
、
解
説
の
中
で
か
な
り
の
分
量
を
費
　
　
　
史
の
類
に
対
す
る
言
及
は
無
い
。
大
半
が
中
等
教
育
の
教
科
書
と
し
て
作
ら
れ

　
　

やし
て
、
子
規
以
来
の
偏
見
に
対
し
て
反
駁
す
る
の
を
習
い
と
し
て
い
る
よ
　
　
　
た
も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
独
自
の
見
解
を
述
べ
る
は
ず
も
な
く
、
従
っ
て
受

　
　
う
で
あ
る
が
、
『
古
今
和
歌
集
』
が
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
後
で
　
　
　
容
史
の
中
で
注
目
さ
れ
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
こ

　
　
も
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』
の
解
説
は
冒
頭
に
子
規
の
「
再
　
　
　
で
は
、
追
随
者
と
い
う
扱
い
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
文
学
史
の
記
述
を
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ロ

　
　

び
歌よ
み
に
与
ふ
る
書
」
を
取
り
上
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
寧
に
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
も
ろ
も
ろ
の
『
文
学
史
』
の
側
か
ら
測
定
す
る
こ

　
　
　
　
明
治
の
俳
入
正
岡
子
規
が
そ
の
「
再
び
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
の
中
で
、
　
　
　
と
で
、
価
値
観
が
ど
の
よ
う
に
転
換
し
、
あ
ら
た
な
も
の
が
定
着
し
て
行
く

　
　
　
　
貫
之
は
下
手
な
歌
よ
み
に
て
、
古
今
集
は
く
だ
ら
ぬ
集
に
有
之
候
。
と
主
　
　
　
か
、
明
治
二
十
三
年
に
出
現
し
て
間
も
な
く
価
値
観
の
転
換
に
直
面
す
る
こ
と

　
　
　
　

張し
た
の
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
人
）
二
月
の
こ
と
。
以
来
、
彼
　
　
　
に
な
る
日
本
文
学
史
と
文
学
の
現
場
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
、
考
え
て
み
よ

　
　
　
　

の
こ
の
趣
旨
の
発
言
は
十
た
び
も
続
く
。
こ
れ
は
、
子
規
が
在
来
の
堂
　
　
　
う
と
思
う
。
は
た
し
て
文
学
史
は
、
作
品
や
作
家
の
価
値
判
断
に
お
い
て
独
創

　
　
　
　

上
的な
和
歌
の
革
新
を
試
み
、
『
万
葉
集
』
及
び
源
実
朝
な
ど
の
万
葉
調
　
　
　
に
欠
け
る
忠
実
な
追
随
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

の

歌を
称
揚
す
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
、
『
古
今
集
』
に
対
し
て
直
裁

　
　
　
　的曇

き
口
し
た
点
が
大
い
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
藁
も
雪
口
い
過
ぎ
も
あ
ろ
　
　
轟
子
規
は
量
文
学
史
L
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
量
た
か

　
　
　
　
う
。
し
か
も
な
り
振
り
か
ま
わ
ぬ
こ
の
唱
道
は
、
以
来
百
年
近
く
も
文
学

　
　
　
　
史
の
側
の
大
勢
を
支
配
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
「
万
葉
　
　
　
　
古
典
作
品
の
評
価
に
お
い
て
正
岡
子
規
が
果
た
し
た
役
割
は
、
非
常
に
大
き

　
　
　
　
集
は
世
界
的
な
遺
産
、
古
今
集
は
つ
ま
ら
ぬ
歌
集
」
と
は
、
今
も
な
お
生
　
　
　
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
規
は
「
万
葉
集
』
の

　
　
　
　
き
て
い
る
。
…
…
そ
の
主
張
の
明
々
白
々
た
る
痛
快
さ
に
、
嘗
て
昭
和
十
　
　
　
復
活
を
「
力
説
強
調
し
」
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
「
理
屈
の
歌
で
あ
っ
て

　
　
　
　
年
代
の
杏
壇
の
教
授
は
お
ろ
か
、
若
い
学
生
た
ち
も
手
を
拍
い
て
喝
采
し
　
　
　
つ
ま
ら
な
い
と
し
、
今
も
そ
の
思
想
が
普
及
し
て
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
」
お

　
　
　
　
た
と
こ
ろ
。
こ
の
子
規
の
力
説
し
た
点
は
、
今
や
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
　
　
　
り
、
蕪
村
を
発
見
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
取
り
上
げ
る
最
初



　
　
期
の
「
国
文
学
史
」
を
一
つ
一
つ
見
て
行
く
と
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
話
で
は
な
　
　
　
範
囲
で
は
そ
う
言
っ
て
し
ま
っ
て
良
い
。
文
学
史
の
著
者
に
は
古
い
タ
イ
プ
の

　
　
い
。
『
万
葉
集
』
、
『
古
今
和
歌
集
』
、
蕪
村
の
順
に
点
検
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
国
学
者
に
属
す
る
者
も
、
新
し
い
時
代
の
教
育
を
受
け
た
者
も
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『万葉
集
』
の
評
価
と
な
る
と
違
い
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木

『日本
文
学
史
略
』

　
　
　
　
　　
『
万
葉
集
』
の
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此集
の
如
き
は
本
邦
の
詩
経
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
に
て
。
そ
の
歌
調
の
優

　
　
　

結
論を
先
に
述
べ
て
し
ま
う
と
、
百
年
を
経
過
し
た
我
々
が
思
い
込
む
程
、
　
　
　
　
　
美
に
し
て
虚
錺
な
く
。
語
気
の
素
朴
に
し
て
雄
健
な
る
は
。
後
輩
の
遠
く

　
　
子
規
の
役
割
は
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
子
規
の
唱
道
を
待
つ
こ
と
な
　
　
　
　
　
及
ぱ
ざ
る
所
な
り
。
然
し
て
此
の
長
所
は
集
中
の
長
歌
に
多
し
。
既
に
空

　
　
く
、
当
初
か
ら
『
万
葉
集
』
は
至
上
の
高
み
に
持
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
前
絶
後
な
ど
の
文
字
を
以
て
人
の
賞
賛
す
る
も
決
し
て
誕
言
に
は
非
る
な

　
　
　
最
初
は
、
当
然
、
三
上
・
高
津
の
『
日
本
文
学
史
』
で
あ
る
。
『
日
本
文
学
　
　
　
　
　
り
。
余
が
常
に
万
葉
前
に
万
葉
な
し
。
万
葉
後
ま
た
万
葉
な
し
と
い
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ほ

　
　
史
』
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
は
散
文
よ
り
は
和
歌
の
時
代
で
あ
り
、
こ
の
時
代
　
　
　
　
　
は
。
此
の
長
歌
の
上
に
於
て
い
へ
る
な
り
。

　
　

の和
歌
す
な
わ
ち
『
万
葉
集
』
は
後
世
の
和
歌
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
　
　
　
　
萩
野
『
日
本
文
学
史
大
要
』

　
　

「万葉
集
は
、
実
に
我
国
の
詩
経
な
り
」
、
こ
れ
が
最
初
の
文
学
史
に
お
け
る
評
　
　
　
　
　
次
に
和
歌
の
事
を
い
は
ん
。
和
歌
は
こ
の
期
に
至
り
て
、
大
に
発
達
せ

　
　
価
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
よ
り
て
奈
良
朝
時
代
を
以
て
、
和
歌
の
黄
金
時
代
と
評
す
る
も
の
あ

　
　
　
　
奈
良
の
朝
は
、
我
国
の
文
学
の
、
始
め
て
光
輝
を
放
ち
し
時
代
に
し
て
、
　
　
　
　
　
る
に
至
れ
り
。
こ
の
和
歌
を
集
め
た
る
も
の
を
万
葉
集
と
い
ふ
。
…
…
此

　
　
　
　

就中
、
其
最
も
観
る
べ
き
者
は
和
歌
な
り
。
…
…
散
文
の
尚
未
だ
素
撲
な
　
　
　
　
　
後
の
古
今
集
以
下
の
歌
と
て
も
、
各
そ
の
長
所
は
あ
れ
と
も
、
歌
の
風
調

　
　
　
　
る
は
、
和
歌
の
富
贈
椀
麗
な
る
に
比
す
べ
き
に
非
ず
。
実
に
此
時
代
の
和
　
　
　
　
　
の
高
尚
に
し
て
、
雄
大
健
勤
な
る
は
、
此
の
集
に
及
ふ
も
の
な
く
…
…
人

　
　
　
　

歌は
、
執
れ
の
点
よ
り
観
察
す
る
も
、
秀
妙
な
る
も
の
に
し
て
、
後
世
の
　
　
　
　
　
を
感
動
す
る
こ
と
最
深
し
。
支
那
に
て
は
詩
経
三
百
篇
を
貴
ひ
て
、
一
の

　
　
　
　

企
て及
ぶ
処
に
非
ず
。
故
に
此
時
代
を
呼
び
て
、
和
歌
の
時
代
と
い
ふ
も
　
　
　
　
　
詩
集
な
か
ら
、
経
書
と
尊
重
す
る
こ
と
な
る
が
、
こ
の
万
葉
集
も
、
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ほ

　
　
　
　
決し
て
失
当
の
言
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
経
に
お
け
る
か
如
き
も
の
な
り
。
…
…
さ
れ
は
こ
の
時
代
を
、
和
歌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　

奈良
の
朝
は
、
和
歌
の
時
代
な
り
。
上
は
万
乗
の
貴
き
よ
り
、
下
匹
央
に
　
　
　
　
　
黄
金
時
代
な
り
と
い
ふ
も
、
尤
の
事
と
す
へ
し
。

　
　
　
　
至
る
ま
で
、
皆
、
歌
を
詠
ま
ざ
る
な
し
。
…
…
万
葉
集
は
、
実
に
我
国
の
　
　
　
　
中
等
学
科
教
授
法
研
究
会
『
日
本
文
学
小
史
』

　
　
　
　
　
　
　
ホ
パ

　
　
　
　
詩
経
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
葉
集
の
歌
は
、
国
文
学
史
上
の
至
宝
と
す
る
所
に
し
て
、
最
も
注
目
す

　
　
　

『万
葉
集
』
を
和
歌
の
歴
史
の
最
上
の
も
の
と
評
価
す
る
の
は
、
以
後
の
　
　
　
　
　
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
余
は
、
特
に
、
こ
の
時
代
を
、
万
葉
集
時
代
と
称
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

2
7
　　
「
国
文
学
史
」
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
。
確
か
め
得
た
　
　
　
　
　
む
と
欲
す
る
な
り
。



墨

　
　
　　
奈
良
時
代
文
学
の
粋
は
、
万
葉
集
に
あ
り
。
奈
良
時
代
は
歌
の
時
代
、
殊
　
　
　
　
　
歌
ば
か
り
は
趣
味
あ
る
面
白
き
歌
に
候
。
併
し
外
に
は
こ
れ
位
の
も
の
一

　
　
　
　

に

長歌
の
時
代
に
し
て
、
そ
の
歌
は
、
悉
く
、
こ
の
集
に
載
せ
ら
れ
た
る
　
　
　
　
　
首
も
あ
る
ま
じ
く
候
。
「
空
に
知
ら
れ
ぬ
雪
」
と
は
佗
酒
落
に
て
候
。
「
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
が

　
　
　
　
こ
と
な
れ
ば
、
こ
の
集
の
貴
重
な
る
こ
と
、
知
る
べ
き
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
ざ
心
も
し
ら
ず
」
と
は
浅
は
か
な
る
言
ひ
ざ
ま
と
存
候
。

　
　
　

和田
・
永
井
『
国
文
学
小
史
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
直
・
無
遠
慮
な
物
い
い
で
あ
る
。
「
理
屈
」
や
「
小
細
工
し
な
ど
の
語
に

　
　
　
　
第
武
編
　
奈
良
時
代
　
推
古
天
皇
御
即
位
の
頃
よ
り
桓
武
天
皇
の
御
宇
平
　
　
　
よ
っ
て
、
子
規
は
『
古
今
和
歌
集
』
や
同
時
代
の
歌
人
を
け
な
す
こ
と
が
多

　
　
　
　
安
莫
都
の
頃
ま
で
を
い
ふ
。
漢
学
・
仏
教
の
影
響
既
に
見
え
、
和
歌
極
盛
　
　
　
か
っ
た
。
理
屈
や
駄
酒
落
な
ど
の
語
は
子
規
の
常
用
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
に

　
　
　
　

の
時な
り
。
散
文
に
は
宣
命
及
び
叙
事
の
文
有
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
が
あ
っ
て
も
「
（
再
び
）
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
の
影
響
と
は
限
ら
な
い
。

　
　
　

いず
れ
の
著
者
も
、
奈
良
時
代
は
和
歌
極
盛
の
時
代
、
和
歌
の
黄
金
時
代
で
　
　
　
子
規
の
歌
論
を
集
め
た
『
竹
里
歌
話
』
か
ら
二
つ
、
追
加
し
て
お
こ
う
。
ま

　
　
あ
り
『
万
葉
集
』
は
文
学
史
上
の
至
宝
、
我
国
の
詩
経
な
ど
と
、
口
を
揃
え
言
　
　
　
ず
、
「
（
再
び
）
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
に
先
立
つ
も
の
を
一
つ
。

　
　
葉
を
尽
く
し
て
『
万
葉
集
』
を
礼
賛
す
る
の
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
の
場
合
、
　
　
　
　
　
千
々
に
一
つ
を
対
す
る
位
の
事
は
何
の
珍
し
く
も
な
く
又
文
学
と
し
て
は

　
　

子
規
の

提唱
に
先
だ
っ
て
最
も
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
極
め
て
下
等
の
文
学
な
り
。
和
歌
は
古
今
時
代
に
至
り
全
く
斯
る
小
細
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
に
落
ち
て
後
世
の
俗
歌
の
桶
を
開
け
り
。
千
里
の
此
歌
の
如
き
尤
も
人
ロ

　
　
　
　
　　
『
古
今
和
歌
塞
の
評
価
　
　
　
　
　
　
　
捉
覧
し
て
し
か
皇
俗
な
り
．
（
棒
三
昧
㊤
明
治
二
夫
年
＋
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
月
）

　
　
　

『古今
和
歌
集
』
の
注
釈
者
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
正
岡
子
規
に
言
及
し
て
子
　
　
　
　
大
江
千
里
の
「
月
見
れ
ば
ち
ぢ
に
…
…
」
の
歌
を
を
取
り
上
げ
た
も
の
だ

　
　

規
の偏
見
を
慨
嘆
す
る
。
た
し
か
に
子
規
の
言
葉
は
強
烈
で
あ
る
。
よ
く
引
き
　
　
　
が
、
こ
の
歌
は
「
四
た
び
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
の
中
で
も
、
「
下
二
句
は
理

　
　
合
い
に
出
さ
れ
る
「
（
再
び
）
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
を
引
用
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
屈
な
り
蛇
足
な
り
と
存
候
」
と
け
な
さ
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
貫
之
は
下
手
な
歌
よ
み
に
て
古
今
集
は
く
だ
ら
ぬ
集
に
有
之
候
。
…
…
先
　
　
　
　
　
○
ど
の
歌
こ
の
歌
と
い
は
ん
よ
り
、
古
今
集
を
開
い
て
初
め
よ
り
貫
之
の

　
　
　
　

づ古
今
集
と
い
ふ
書
を
取
り
て
第
一
枚
を
開
く
と
直
に
「
去
年
と
や
い
は
　
　
　
　
　
　
歌
を
見
ん
か
。
第
一
に

　
　
　
　
ん

今年
と
や
い
は
ん
」
と
い
ふ
歌
が
出
て
来
る
、
実
に
呆
れ
返
つ
た
無
趣
　
　
　
　
　
　
袖
ひ
ぢ
て
結
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん

　
　
　
　
味
の歌
に
有
之
候
。
…
…
こ
の
外
の
歌
と
て
も
大
同
小
異
に
て
駄
酒
落
か
　
　
　
　
　
と
あ
る
、
こ
れ
理
屈
な
り
。
立
春
の
日
直
に
氷
の
解
く
る
者
に
非
ざ
る
は

　
　
　
　
理窟
ツ
ぽ
い
者
の
み
に
有
之
候
。
…
…
貫
之
と
て
も
同
じ
事
に
候
。
歌
ら
　
　
　
　
　
誰
も
知
り
居
る
な
り
。
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
立
春
と
い
ふ
語
よ
り
わ
り
出

　
　
　
　
し
き
歌
は
一
首
も
相
見
え
不
申
候
。
嘗
て
或
入
に
斯
く
申
候
処
、
其
人
が
　
　
　
　
　
し
た
る
理
屈
を
詠
む
は
貫
之
の
人
情
を
解
せ
ざ
る
証
と
し
て
見
る
べ
し
。

　
　
　
　

「川
風
寒
千
鳥
鳴
く
な
り
」
の
歌
は
如
何
に
や
と
申
さ
れ
閉
口
致
候
。
此
　
　
　
　
　
…
…



　
　
　
　
　
　
霞た
ち
こ
の
め
も
は
る
の
雪
ふ
れ
ば
花
な
き
里
も
花
ぞ
ち
り
け
る
　
　
　
　
　
　
て
一
気
呵
成
の
韻
致
筆
力
は
、
或
は
減
じ
た
る
感
あ
れ
ど
も
、
着
色
画
線

　
　
　
　
亦
理屈
な
り
。
「
花
な
き
里
も
」
と
こ
と
わ
り
た
る
理
屈
加
減
は
一
通
り
　
　
　
　
　
の
腕
前
に
至
つ
て
は
、
遙
か
に
歩
を
進
め
、
琢
磨
せ
る
言
葉
を
以
て
琢
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
が

　
　
　
　

の

理
屈
に非
ず
。
之
に
加
ふ
る
に
、
「
霞
た
ち
こ
の
め
も
は
る
の
」
と
い
　
　
　
　
　
せ
る
思
想
に
装
束
せ
し
む
る
を
発
見
せ
ん
。

　
　
　
　

ふ言
葉
の
い
や
さ
と
、
縁
語
の
い
や
さ
と
あ
り
と
、
鼻
も
ち
も
な
ら
ぬ
歌
　
　
　
　
中
等
学
科
教
授
法
研
究
会
『
日
本
文
学
小
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
お

　
　
　
　
と
な
り
了
り
た
り
。
（
歌
話
　
明
治
三
十
二
年
七
、
八
、
九
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
葉
時
代
の
長
歌
は
、
遂
に
見
る
べ
か
ら
ず
。
短
歌
は
、
前
代
古
穆
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
を
一
変
し
て
、
艶
麗
巧
緻
と
な
れ
り
。
…
…
勅
撰
の
歌
集
は
、
古
今
集
に

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
「
国
文
学
史
」
を
見
る
限
り
、
そ
れ
ほ
ど
急
に
不
人
気
が
定
着
　
　
　
　
　
つ
ぎ
て
、
尚
、
続
々
あ
ら
は
れ
た
れ
ど
、
撰
ご
と
に
益
下
れ
り
。
た
だ
、

　
　
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
教
科
書
が
古
典
的
な
作
品
を
け
な
す
こ
と
に
　
　
　
　
古
今
集
は
、
最
初
の
勅
撰
に
し
て
、
未
だ
全
く
誠
を
失
は
ず
、
之
に
、
花

　
　
熱
心
で
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
「
至
宝
」
と
評
価
さ
れ
る
『
万
葉
集
』
に
　
　
　
　
　
や
か
な
る
点
を
加
味
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
花
実
二
な
が
ら
具
り
て
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
あ

　
　

勝る
わ
け
で
は
な
く
と
も
、
進
歩
し
た
点
も
あ
る
と
か
、
『
万
葉
集
』
と
は
異
　
　
　
　
　
世
の
人
よ
り
見
れ
ば
、
或
は
、
却
り
て
万
葉
よ
り
優
れ
る
も
の
あ
ら
む
。

　
　
な
っ
た
方
面
に
特
色
を
発
揮
し
た
な
ど
と
評
価
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
た
だ
　
　
　
　
佐
々
『
日
本
文
学
史
要
』

　
　
し
、
子
規
の
提
唱
の
影
響
を
う
か
が
わ
せ
る
叙
述
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
雄
潭
壮
大
な
る
も
の
に
乏
し
と
難
も
、
其
措
辞
の
巧
妙
な
る
、
其
声
調
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　

三上
・
高
津
『
日
本
文
学
史
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
美
な
る
こ
と
は
、
遠
く
奈
良
朝
の
右
に
在
り
。

　
　
　
　
古
今
集
の
歌
は
詞
も
姿
も
万
葉
の
も
の
と
異
な
る
こ
と
、
上
に
述
べ
し
が
　
　
　
　
こ
れ
ら
は
、
明
治
三
十
一
年
頃
ま
で
の
も
の
で
子
規
が
『
古
今
和
歌
集
』
を

　
　
　
　

ごと
し
と
難
、
決
し
て
こ
れ
の
み
を
以
て
、
古
今
は
万
葉
よ
り
劣
れ
り
と
　
　
　
罵
倒
す
る
以
前
で
は
あ
る
の
だ
が
、
子
規
の
提
唱
の
数
年
後
に
現
れ
る
「
国
文

　
　
　
　
は

い

ふ

べ
から
ず
。
唯
、
長
歌
の
み
は
、
如
何
に
論
ず
と
も
、
万
葉
独
得
　
　
　
学
史
」
の
論
調
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
明
治
三
十
七
年
の
『
日
本
文
学

　
　
　
　

の長
処
な
る
こ
と
、
争
ふ
べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
短
歌
に
至
り
て
は
、
或
　
　
　
史
』
（
塩
井
正
男
・
高
橋
龍
雄
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
は
質
に
過
き
て
、
文
に
乏
し
き
を
免
れ
ず
、
古
今
の
歌
は
、
婦
人
の
国
に
　
　
　
　
　
万
葉
の
五
七
調
が
崩
れ
て
、
七
五
調
と
な
り
し
か
ば
、
や
や
荘
重
を
訣
く

　
　
　
　

生ま
れ
し
歌
な
れ
ど
も
、
奈
良
の
朝
を
去
る
こ
と
、
尚
未
だ
甚
だ
遠
か
ら
　
　
　
　
　
が
如
き
も
、
そ
の
思
想
の
巧
妙
優
美
な
る
点
に
お
い
て
は
、
遥
に
勝
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
カ

　
　
　
　
ざ
れ
ば
、
其
雄
壮
活
溌
な
る
気
風
の
痕
跡
、
尚
、
歴
然
と
し
て
認
め
得
べ
　
　
　
　
り
。

　
　
　
　
し
。
そ
の
文
質
執
れ
の
一
方
に
も
偏
せ
ず
し
て
、
華
実
を
兼
ね
備
へ
た
る
　
　
　
　
明
治
四
十
年
の
武
島
又
次
郎
の
『
日
本
文
学
史
』
も
同
様
の
論
調
で
、
「
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
お

　
　
　
　
も
の
多
き
が
如
き
は
、
或
は
万
葉
に
駕
す
と
も
い
ふ
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
）
実
兼
備
」
と
い
う
語
も
踏
襲
さ
れ
る
。

　
　
　

大和
田
『
和
文
学
史
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
つ
か
ひ
の
甚
だ
工
麗
に
な
れ
る
こ
れ
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
る
性
質
の
一

紗

　
　
　

短
歌
は如
何
と
云
ふ
に
、
万
葉
の
墨
画
な
り
し
も
の
は
、
彩
色
画
と
為
り
　
　
　
　
　
也
。
声
調
の
き
は
め
て
流
暢
な
る
、
こ
れ
ま
た
す
ぐ
れ
た
る
特
色
の
二



3
0

　
　　
　
也
。
而
し
て
思
想
や
や
華
美
に
な
が
れ
ん
と
す
る
傾
向
あ
れ
ど
な
ほ
未
だ
　
　
　
　
　
を
色
々
の
形
式
に
依
つ
て
現
は
す
様
に
見
え
る
。
要
す
る
に
小
刀
細
工
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
れ

　
　
　
　

万葉
の
深
厚
あ
り
て
後
世
の
軽
桃
な
く
、
実
感
こ
も
り
て
虚
飾
な
く
、
六
　
　
　
　
　
な
つ
て
自
然
の
処
が
な
く
な
つ
た
。

　
　
　
　

歌仙
時
代
の
風
体
と
ほ
ぼ
同
じ
く
華
実
兼
備
の
姿
あ
る
、
こ
れ
ま
た
そ
の
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年
十
二
月
の
緒
言
に
よ
る
と
、
前
年
八
月
の
帝
国
教
育
界
講
習

　
　
　
　
秀
で
た
る
特
色
の
三
と
そ
い
ふ
べ
き
。
殊
に
声
調
に
い
た
り
て
は
最
こ
の
　
　
　
会
で
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
だ
か
ら
、
子
規
の
激
越
な
批
判
の
半
年
後
で
あ

　
　
　
　
集
の
重
を
お
き
し
と
こ
ろ
、
全
篇
玲
瀧
と
し
て
珠
玉
盤
上
に
走
る
の
概
あ
　
　
　
る
。
「
こ
の
外
の
歌
と
て
も
大
同
小
異
に
て
駄
酒
落
か
理
窟
ツ
ぽ
い
者
の
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　
　
　
る
は
ま
こ
と
に
後
世
の
及
ば
ざ
る
も
の
あ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
之
候
」
と
断
定
し
た
子
規
よ
り
は
温
和
な
口
調
で
、
「
内
容
は
極
め
て
浅
薄

　
　
　
こ
の
よ
う
に
文
学
史
に
お
い
て
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
評
価
は
子
規
の
提
　
　
　
で
、
深
い
思
想
や
想
像
と
て
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
似
て
い

　
　
唱
に
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
だ
が
、
教
科
書
的
な
「
国
文
学
　
　
　
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
史
」
以
外
の
も
の
に
は
、
国
文
学
者
の
著
作
で
あ
っ
て
も
子
規
と
同
じ
よ
う
な
　
　
　
　
さ
ら
に
、
明
治
三
十
因
年
の
〔
日
本
文
学
史
教
科
書
』
で
は
「
延
喜
以
来
の

　
　
こ
と
を
述
べ
た
も
の
が
あ
る
。
子
規
と
同
年
生
ま
れ
の
芳
賀
矢
一
に
よ
る
『
国
　
　
　
和
歌
も
、
ま
た
花
月
の
景
、
恋
愛
の
情
を
の
み
歌
ふ
平
安
朝
以
来
の
通
弊
を
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　
文
学
史
十
講
』
で
あ
る
。
明
治
三
十
一
年
の
「
帝
国
教
育
会
の
夏
季
講
習
会
の
　
　
　
れ
ず
と
い
へ
ど
も
、
な
ほ
花
実
兼
ね
備
は
れ
り
と
称
せ
ら
る
」
と
「
花
実
兼

　
　
講
義
録
」
で
あ
る
が
、
永
井
一
孝
に
よ
っ
て
「
繁
閑
要
を
得
、
且
つ
文
学
者
の
　
　
　
備
し
の
決
ま
り
文
句
で
『
古
今
和
歌
集
』
を
一
応
は
賞
賛
し
て
い
た
藤
岡
作
太

　
　

伝記
、
著
書
の
解
題
さ
て
は
作
例
な
ど
を
漫
然
記
載
せ
る
『
日
本
大
文
学
史
』
　
　
郎
も
、
明
治
四
十
一
年
の
『
国
文
学
史
講
話
』
で
は
「
儀
容
な
く
主
張
な
き
玩

　
　
な
ど
に
似
ず
し
て
、
文
学
の
真
正
な
る
歴
史
的
発
達
の
点
に
意
を
注
ぎ
た
れ
　
　
　
弄
物
」
「
即
興
的
な
る
空
文
字
」
と
平
安
時
代
の
和
歌
を
評
し
、
貫
之
を
論
じ

　
　
ば
、
国
民
の
心
的
生
活
を
知
る
に
は
彼
の
書
（
『
日
本
大
文
学
史
』
）
に
勝
る
こ
　
　
　
て
は
「
そ
の
長
所
は
穏
健
雅
正
な
る
に
あ
り
て
、
天
真
燗
漫
に
は
あ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
ホ
が

　
　
と
万
々
な
り
」
と
評
さ
れ
、
以
後
も
長
い
生
命
を
保
っ
た
名
著
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
所
々
自
然
を
訣
い
て
理
屈
の
弊
に
流
れ
た
る
が
如
し
」
と
言
う
。

　
　
　
　

かう
い
ふ
趣
向
く
比
喩
や
擬
入
法
）
を
全
く
取
り
去
つ
た
ら
、
古
今
集
は
　
　
　
　
　
平
安
朝
の
作
家
等
は
万
葉
集
の
先
達
等
が
振
粛
し
た
り
し
苦
心
を
忘
れ
て

　
　
　
　

半
分
以
上面
白
味
を
失
ひ
ま
す
。
内
容
は
極
め
て
浅
薄
で
、
深
い
思
想
や
　
　
　
　
　
再
び
即
興
釣
偶
詠
の
古
代
に
復
り
儀
容
な
く
主
張
な
き
玩
弄
物
を
以
て
こ

　
　
　
　

想像
と
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
恋
歌
の
中
に
は
中
々
面
白
い
も
の
が
あ
り
ま
　
　
　
　
　
れ
に
擬
せ
ん
と
す
る
に
至
れ
る
な
り
。
さ
ら
ば
延
喜
時
代
に
和
歌
が
勃
興

　
　
　
　
す
が
、
そ
れ
も
ど
う
し
て
も
理
屈
に
落
ち
る
様
な
風
が
あ
つ
て
万
葉
の
様
　
　
　
　
　
し
た
り
し
と
い
ふ
に
も
関
は
ら
ず
、
か
か
る
即
興
的
な
る
空
文
字
を
連
ね

　
　
　
　
な
真
摯
な
情
を
写
し
て
居
ら
ぬ
様
で
す
。
形
式
の
上
に
於
て
艶
麗
に
な
　
　
　
　
　
て
、
古
今
集
の
撰
者
等
は
満
足
し
得
た
り
し
か
…
…
（
貫
之
の
）
長
所
は

　
　
　
　
り
、
上
手
に
な
つ
た
の
は
、
注
も
万
葉
集
時
代
の
及
ぼ
ぬ
所
で
あ
る
と
云
　
　
　
　
　
穏
健
雅
正
な
る
に
あ
り
て
、
天
真
欄
漫
に
は
あ
ら
ず
、
所
々
自
然
を
訣
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
お

　
　
　
　

ふ
こ
と
を
お
話
申
し
て
置
き
ま
す
。
…
…
古
今
集
に
な
つ
て
は
、
言
葉
を
　
　
　
　
　
て
理
屈
の
弊
に
流
れ
た
る
が
如
し

　
　
　
　
飾
る
こ
と
が
巧
み
に
な
つ
て
、
文
学
が
形
式
に
走
り
過
ぎ
る
。
同
じ
思
想
　
　
　
　
「
国
文
学
史
」
は
初
学
の
た
め
の
も
の
、
教
科
書
と
い
う
制
約
の
多
い
出
版



　
　
物
で
は
遠
慮
さ
れ
た
本
音
を
講
話
の
形
で
述
べ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
雪
中
庵
蓼
太
あ
り
。
寛
政
に
高
桑
蘭
更
等
あ
り
。
天
保
に
其
門
人
対
塔
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　

新日
本
古
典
文
学
大
系
の
解
説
に
「
そ
の
主
張
の
明
々
白
々
た
る
痛
快
さ
に
、
　
　
　
　
　
蒼
此
の
如
き
あ
り
。
何
れ
も
、
一
時
一
方
に
覇
を
唱
へ
し
人
な
り
と
す
。

　
　
嘗
て
昭
和
十
年
代
の
杏
壇
の
教
授
は
お
ろ
か
、
若
い
学
生
た
ち
も
手
を
拍
い
て
　
　
　
　
大
和
田
の
『
和
文
学
史
』
も
同
様
で
、
芭
蕉
、
其
角
、
嵐
雪
、
去
来
に
関
す

　
　
喝
采
し
た
と
こ
ろ
」
と
記
し
た
よ
う
な
光
景
は
、
明
治
四
十
年
代
か
ら
連
綿
と
　
　
　
る
略
伝
と
作
例
が
あ
る
が
、
近
世
中
期
以
後
に
つ
い
て
は
「
俳
譜
は
前
期
に
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　
し
て
続
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
語
れ
り
ま
す
ま
す
行
は
れ
て
田
夫
野
人
も
之
を
弄
ぶ
に
至
り
ぬ
」
と
簡
単
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
と
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。
以
下
、
鈴
木
弘
恭
の
『
日
本
文
学
史
略
』
、
関
根

　
　
　
　
　
　蕪
村
に
つ
い
て
の
評
価
　
　
　
　
　
　
正
直
の
『
泉
孝
塵
、
萩
野
由
之
の
稟
文
学
癸
要
ξ
芭
蕉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

や詳
し
く
触
れ
た
後
は
、
蕉
門
の
十
哲
、
雪
中
庵
蓼
太
、
横
井
也
有
、
そ
し

　
　
　

『万葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
正
岡
子
規
の
影
響
は
言
わ
れ
る
ほ
ど
　
　
　
て
女
流
の
代
表
者
と
し
て
千
代
女
に
触
れ
る
程
度
で
あ
る
。
似
た
よ
う
な
も
の

　
　
に
大
き
く
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
蕪
村
評
価
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
　
　
　
ば
か
り
な
の
で
、
鈴
木
弘
恭
の
『
日
本
文
学
史
略
』
だ
け
を
紹
介
す
る
。
こ
の

　
　
文
学
大
辞
典
の
言
う
よ
う
に
、
子
規
の
役
割
は
額
面
通
り
、
非
常
に
大
き
な
も
　
　
　
本
は
、
其
角
以
下
、
服
部
嵐
雪
、
向
井
去
来
、
河
合
曽
良
な
ど
い
わ
ゆ
る
蕉
門

　
　

の

であ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
十
哲
を
列
記
し
て
こ
と
ご
と
く
略
伝
を
掲
げ
、
そ
の
後
は
至
っ
て
簡
単
に
済

　
　
　

「国
文
学
史
」
を
順
番
に
眺
め
て
行
く
と
、
子
規
に
よ
る
蕪
村
の
発
見
と
称
　
　
　
ま
せ
て
い
る
。

　
　
揚
が
文
学
史
の
著
者
達
に
よ
っ
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
蕪
村
に
お
い
て
は
、
　
　
　
　
　
又
是
よ
り
後
。
婦
人
に
し
て
名
声
の
高
か
り
し
は
。
加
賀
の
千
代
女
也
。

　
　
た
し
か
に
子
規
が
「
国
文
学
史
」
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
千
代
は
。
加
賀
国
松
任
駅
の
人
に
て
…
…
そ
の
秀
吟
人
口
に
臆
矢
せ
る

　
　
　
ま
ず
、
た
び
た
び
引
用
し
て
い
る
三
上
・
高
津
の
『
日
本
文
学
史
』
下
は
芭
　
　
　
　
　
も
の
多
し
。
今
は
煩
は
し
け
れ
ば
省
き
つ
】
さ
て
此
の
俳
譜
を
嗜
む
も
の

　
　

蕉と
蕉
門
に
つ
い
て
四
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
解
説
を
施
し
て
い
る
が
、
蕪
村
の
名
前
　
　
　
　
　
は
。
後
世
に
至
り
て
も
ま
す
ま
す
許
多
な
れ
ど
も
。
其
技
漸
々
卑
俗
に
走

　
　
さ
え
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
千
代
女
・
蓼
太
・
蘭
更
他
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
　
　
　
　
　
り
。
専
ら
巧
み
な
る
を
の
み
旨
と
し
て
。
古
へ
の
如
く
優
調
な
る
者
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
お

　
　
も
拘
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
。
さ
て
其
例
を
示
す
べ
き
な
れ
ど
も
。
都
合
に
よ
り
て
今
は
略
し
つ
。

　
　
　
　

是
れよ
り
後
、
俳
譜
永
く
衰
へ
ず
。
た
“
漸
く
商
工
者
流
、
文
学
思
想
の
　
　
　
　
千
代
女
以
下
の
扱
い
で
、
最
初
期
の
文
学
史
に
お
い
て
は
い
な
い
も
同
然
の

　
　
　
　
薄
も
の
・
、
嗜
む
と
こ
ろ
と
な
り
し
か
ば
、
芭
蕉
お
よ
び
其
高
足
弟
子
の
　
　
　
蕪
村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
年
の
池
谷
一
孝
（
後
年
の
永
井
一
孝
で
あ
る
）

　
　
　
　
如
き
は
復
出
で
ず
。
ま
・
俗
了
し
去
り
て
、
高
雅
韻
致
を
失
ひ
し
も
の
さ
　
　
　
『
日
本
文
学
史
』
で
、
よ
う
や
く
中
興
俳
譜
の
一
員
の
名
列
に
載
せ
ら
れ
る
程

　
　
　
　

へあ
り
。
さ
れ
ど
も
、
之
を
好
む
も
の
は
、
転
た
多
か
り
き
。
其
際
尤
名
　
　
　
度
に
な
っ
て
く
る
。

灘

　
　
　
あ
り
し
も
の
は
、
明
和
安
永
の
頃
に
、
女
流
加
賀
の
千
代
あ
り
。
天
明
に
　
　
　
　
　
三
浦
樗
良
・
谷
口
蕪
村
・
大
島
蓼
大
…
…
加
藤
暁
台
・
高
桑
蘭
更
等
の
徒



銘

　
　　
　
当
時
俳
風
の
日
に
非
な
る
を
慨
嘆
し
て
刷
新
を
謀
り
梢
々
古
に
復
す
る
観
　
　
　
　
子
規
が
蕪
村
を
称
揚
し
、
そ
れ
が
文
学
史
の
叙
述
に
影
響
し
た
様
子
は
、
次

　
　
　
　
あ
り
し
が
『
新
古
今
』
時
代
の
華
麗
巧
緻
な
る
は
『
古
今
』
時
代
の
華
実
　
　
　
に
掲
げ
る
藤
簡
作
太
郎
の
『
日
本
文
学
史
教
科
書
備
考
』
（
一
九
〇
一
）
に
お

　
　
　
　

並有
せ
る
に
及
ば
ざ
り
し
如
く
到
底
蕉
風
創
始
の
こ
ろ
に
及
ば
ざ
る
こ
と
　
　
　
い
て
も
、
は
っ
き
り
と
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ホ
お

　
　
　
　

遠
かり
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
村
句
集
、
同
後
集
、
同
文
集
な
ど
近
頃
大
い
に
行
は
れ
、
ま
た
俳
譜

　
　
　
と
は
い
え
、
横
井
也
有
、
成
田
蒼
軋
、
桜
井
梅
室
、
田
川
鳳
朗
な
ど
と
同
列
　
　
　
　
　
文
庫
十
二
編
（
蕪
村
暁
台
全
集
）
に
の
せ
た
り
。
天
明
三
年
没
す
。
年

　
　

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
八
。
蕪
村
句
集
講
義
、
先
年
以
来
、
雑
誌
ほ
と
・
ぎ
す
に
出
つ
る

　
　
　
ま
た
佐
々
政
一
（
醒
雪
）
の
『
日
本
文
学
史
要
』
は
、
教
科
書
と
し
て
作
ら
　
　
　
　
　
を
、
漸
次
単
行
本
と
し
て
出
板
す
。
其
伝
記
に
は
大
野
酒
竹
氏
の
与
謝
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
お

　
　

れた
一
五
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
小
冊
な
が
ら
「
其
作
者
の
有
名
な
る
も
の
は
、
貞
　
　
　
　
　
村
、
正
岡
子
規
氏
の
俳
人
蕪
村
（
俳
譜
叢
書
第
二
）
等
あ
り

　
　
徳
、
宗
因
、
芭
蕉
の
外
に
、
其
角
、
嵐
雪
、
去
来
、
支
考
、
許
六
、
蕪
村
、
蓼
　
　
　
　
こ
の
こ
ろ
を
境
と
し
て
、
以
後
の
「
国
文
学
史
」
で
近
世
俳
壇
刷
薪
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
げ

　
　
大
、
一
茶
等
極
め
て
多
け
れ
ど
、
就
中
、
芭
蕉
は
古
今
独
歩
の
名
あ
り
」
。
と
　
　
　
て
の
蕪
村
に
触
れ
な
い
も
の
は
無
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

概説
し
て
芭
蕉
の
伝
記
を
簡
潔
に
記
し
、
守
武
、
宗
鑑
、
貞
徳
、
宗
因
、
芭
　
　
　
　
　
俳
譜
俳
句
は
、
平
民
文
学
と
な
り
て
、
流
行
の
範
囲
広
ま
る
に
従
ひ
、
漸

　
　
蕉
、
其
角
、
蕪
村
、
蓼
太
、
一
茶
の
作
例
を
挙
げ
て
い
る
。
蕪
村
の
作
品
は
　
　
　
　
く
卑
俗
に
陥
り
し
が
、
天
明
時
代
に
大
島
蓼
大
・
与
謝
蕪
村
出
で
て
一
時

　
　

「さ
し
ぬ
き
を
足
で
ぬ
ぐ
夜
や
朧
月
」
と
「
春
の
海
ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
り
　
　
　
　
　
の
盛
を
極
め
た
り
、
こ
と
に
蕪
村
の
清
新
警
抜
な
る
詠
は
、
今
日
新
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
れ

　
　
哉
」
の
二
句
、
今
も
蕪
村
の
代
表
作
と
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
芭
蕉
の
　
　
　
　
　
の
渇
仰
す
る
所
な
り
。
（
明
治
三
十
五
年
　
岡
井
慎
吾
『
新
体
日
本
文
学

　
　

七句
に
は
及
ぼ
な
い
が
其
角
と
並
ぶ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
』
）

　
　
　

芳賀
矢
一
の
『
国
文
学
史
十
講
』
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
評
価
に
お
い
て
　
　
　
　
蕪
村
に
言
及
す
る
こ
と
の
ま
っ
た
く
無
か
っ
た
明
治
二
十
三
年
の
『
日
本
文

　
　
も
子
規
と
の
関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
た
が
、
平
易
な
語
り
口
で
蕪
村
を
評
価
し
、
　
　
　
学
史
』
の
著
者
達
が
教
科
書
用
に
内
容
を
精
選
し
た
『
翻
定
　
日
本
文
学
小

　
　
さ
ら
に
、
直
接
、
子
規
に
言
及
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
』
（
明
治
三
十
五
年
）
に
お
い
て
も
、
き
わ
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
、
蕪
村

　
　
　
　

天明
安
永
の
頃
、
大
阪
に
居
っ
た
谷
口
蕪
村
と
い
ふ
人
は
画
も
上
手
に
書
　
　
　
は
也
有
や
蓼
太
程
度
の
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　

いた
人
で
、
主
観
を
離
れ
た
画
の
様
な
発
句
を
詠
じ
ま
し
た
。
語
句
の
上
　
　
　
　
　
中
に
も
、
蕉
門
の
十
哲
と
称
せ
ら
る
る
、
其
角
、
嵐
雪
、
許
六
、
支
考
、

　
　
　
　
な
ど
に
も
進
歩
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
正
岡
子
規
君
な
ど
日
本
派
俳
譜
家
が
　
　
　
　
　
去
来
の
徒
あ
り
て
、
よ
く
師
道
を
継
ぎ
た
り
。
是
よ
り
後
、
俳
譜
長
く
衰

　
　
　
　
賞
賛
さ
れ
る
の
は
こ
の
人
で
す
。
天
明
以
後
に
な
つ
て
も
、
俳
人
の
流
派
　
　
　
　
　
へ
ず
し
て
、
也
有
、
蕪
村
、
蓼
太
、
暁
台
、
蘭
更
等
の
名
家
あ
れ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
パ

　
　
　
　

は綿
々
と
し
て
絶
え
ま
せ
ぬ
が
、
と
て
も
元
禄
、
天
明
を
凌
駕
す
る
程
に
　
　
　
　
　
終
に
、
芭
蕉
の
如
き
は
、
ま
た
出
で
ざ
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　

　
　
　
　
は
至
り
ま
せ
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
三
年
か
ら
明
治
三
十
五
年
の
十
二
年
の
間
に
、
子
規
の
力
に
よ
っ



　
　
　
て

「国
文
学
史
」
に
お
け
る
蕪
村
の
位
置
づ
け
は
明
確
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
　
　
　
　
＊
1
5
　
百
本
文
学
史
警
第
四
編
奈
良
朝
の
文
学
六
七
ペ
ー
ジ

　
　
　る゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
1
6
　
『
日
本
文
学
史
大
要
』
第
四
期
平
安
朝
時
代
の
文
学
　
二
三
か
ら
二
西
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
1
7
　
『
日
本
文
学
小
史
』
第
三
篇
　
藤
原
時
代
又
源
氏
物
語
時
代
　
藤
原
時
代
の
歌

　
　
　
註　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁
表

　
　
　　
＊
1
　
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
五
点
、
同
じ
著
者
の
『
国
文
学
史
』
が
収
め
ら
　
　
　
　
＊
1
8
　
（
同
前
　
六
丁
）

　
　
　
　
　
　

れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
早
稲
田
大
学
の
講
義
録
で
、
最
も
新
し
い
明
治
四
十
三
年
　
　
　
　
＊
1
9
　
『
国
文
学
小
史
』
緒
論
　
三
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
度
の
講
義
録
で
は
、
明
治
四
十
一
年
の
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
史
講
話
』
ま
で
を
　
　
　
　
　
＊
勿
　
講
談
社
『
子
規
全
集
』
第
七
巻
　
二
三
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
紹
介
し
て
い
る
。
以
下
の
引
用
は
、
緒
論
第
二
章
　
六
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
こ
の
資
　
　
　
　
　
＊
2
1
　
『
竹
里
歌
話
』
（
古
泉
千
樫
編
　
大
正
十
一
年
）
三
一
頁
。

　
　
　
　
　
　

料も
含
め
、
引
用
し
た
資
料
の
多
く
は
国
会
図
書
館
の
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
　
　
　
　
＊
2
2
　
同
前
　
二
三
四
頁

　
　
　
　
　　
　
ラ
リ
ー
」
の
恩
恵
を
受
げ
た
。
具
体
釣
に
は
、
『
竹
里
歌
話
』
と
「
国
文
学
史
」
　
　
　
＊
2
3
『
日
本
文
学
史
』
上
第
三
編
平
安
朝
の
文
学
第
七
章
和
歌
、
歌
序
、
及

　
　
　
　
　　
　
の
類
の
全
部
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
艶
詞
　
三
七
一
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
2
　
『
国
文
学
史
』
　
緒
論
第
二
章
　
一
七
ペ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
雛
　
『
和
文
学
史
』
第
三
編
中
古
　
第
一
期
和
歌
和
文
　
一
五
八
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
　
『
日
本
文
学
史
』
緒
言
　
一
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
2
5
　
『
日
本
文
学
小
史
』
第
三
篇
　
藤
原
時
代
又
源
氏
物
語
時
代
　
藤
原
時
代
の
歌

　
　
　　
＊
4
　
『
和
文
学
史
』
自
序
　
一
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
十
丁

　
　
　　
＊
5
　
『
日
本
文
学
史
』
上
　
総
論
第
一
章
　
六
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
2
6
　
『
日
本
文
学
史
要
』
第
三
章
　
平
安
朝
　
律
語
　
二
七
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
6
　
『
和
文
学
史
』
凡
例
　
一
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
2
7
　
＞
日
本
文
学
史
』
　
第
題
章
平
安
文
学
の
総
説
第
二
節
　
平
安
朝
の
韻
文
　
一

　
　
　　
＊
7
　
日
本
文
学
史
』
緒
言
　
五
ベ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
　
七
九
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
8
　
『
日
本
文
学
小
史
』
の
目
次
。
角
書
き
に
「
教
程
」
と
あ
り
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
　
　
　
　
＊
2
8
　
『
日
本
文
学
史
』
上
　
第
三
期
平
安
時
代
第
五
章
　
古
今
和
歌
集
一
五
ニ
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
タ
イ
ト
ル
は
「
日
本
文
学
小
史
‥
教
程
」
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
。
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
武
島
又
次
郎
の
『
日
本
文
学
史
』
が
四
種

　
　
　　
＊
9
　
『
古
今
和
歌
集
』
（
佐
伯
梅
友
　
昭
和
三
十
三
年
）
三
ペ
ー
ジ
。
解
説
の
執
筆
者
は
　
　
　
　
　
　
　
類
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

西
下
経
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
明
治
三
十
九
年
人
文
社
蔵
版
の
も
の
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
ま
で
で
『
万
葉
集
』

　
　
　　
＊
1
0
　
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
（
竹
周
正
夫
　
昭
和
五
十
一
年
）
序
　
ニ
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
『
古
事
記
』
を
解
説
し
、
片
仮
名
の
製
作
で
終
わ
る
。
平
安
時
代
以
後
は
な

　
　
　　
＊
1
1
　
正
岡
子
規
は
、
明
治
三
十
一
年
二
月
十
日
の
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
か
ら
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　　
　
四
日
の
「
十
た
び
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
ま
で
「
日
本
」
紙
上
に
歌
論
を
連
載
　
　
　
　
　
　
　
②
「
早
稲
田
大
学
三
十
九
年
度
文
学
教
育
科
第
一
学
年
講
義
録
」
と
し
て
、
明
治

　
　
　
　
　
　
し
た
。
「
貫
之
は
下
手
な
歌
よ
み
に
て
『
古
今
集
』
は
く
だ
ら
ぬ
集
に
有
之
候
。
」
　
　
　
　
　
　
　
四
十
年
に
早
稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
出
さ
れ
た
『
日
本
文
学
史
』
上
。
鎌
倉
時

　
　
　
　
　
　
は
、
二
月
十
四
日
の
「
再
び
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
の
冒
頭
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
の
「
小
説
お
よ
び
軍
記
物
語
」
ま
で
を
収
め
て
本
文
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。

　
　
　　
＊
1
2
　
『
古
今
和
歌
集
』
ハ
小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
　
一
九
八
九
年
）
解
説
　
四
五
六
ペ
ー
　
　
　
　
　
　
③
「
早
稲
田
大
学
三
十
九
年
度
文
学
教
育
科
第
二
学
年
講
義
録
」
と
し
て
、
同
様

　
　
　
　
　
　
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
明
治
四
十
年
に
早
稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
出
さ
れ
た
『
日
本
文
学
史
』
。
江

　
　
　　
＊
1
3
　
『
日
本
文
学
史
』
第
二
篇
　
第
三
章
　
奈
良
朝
の
散
文
　
一
〇
七
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
時
代
の
鶴
屋
南
北
や
清
水
浜
臣
あ
た
り
ま
で
紀
述
の
範
囲
と
す
る
。
五
四
五

詔

　
　
　
＊
1
4
　
同
前
　
第
二
篇
　
第
四
章
　
奈
良
朝
の
和
歌
　
　
＝
二
七
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ー
ジ
。



灘

　
　
　
　
　
④
「
早
稲
田
大
学
四
十
二
年
度
文
学
科
第
二
学
年
講
義
録
」
と
し
て
早
稲
田
大
学
　
　
　
　
　
　
　
蕉
　
一
八
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
の
タ
イ
ト
ル
は

　
　
　
　
　
　
　
出
版
部
か
ら
出
さ
れ
た
『
日
本
文
学
史
』
下
。
室
町
時
代
と
江
戸
時
代
が
範
囲
　
　
　
　
　
　
　
「
剛
定
」
を
省
い
た
「
日
本
文
学
小
史
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　　
で
あ
り
鶴
屋
南
北
、
清
水
浜
臣
あ
た
り
ま
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
第
三
に
挙

　
　
　
　
　
　　
　
げ
た
『
日
本
文
学
史
』
と
同
じ
。
二
三
四
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
②
か
ら

　
　
　
　
　
　　
　
引
用
し
た
。
③
に
も
同
じ
内
容
の
記
事
が
あ
る
が
、
ペ
ー
ジ
の
立
て
方
に
僅
か

　
　
　
　
　
　
　　
に
違
い
が
あ
り
、
ペ
ー
ジ
番
号
は
一
六
六
に
な
る
。

　
　
　　
＊
2
9
　
『
国
文
学
史
』
緒
論
第
二
章
国
文
学
に
蘭
す
る
著
書
　
一
三
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
0
　
『
国
文
学
・
史
十
講
⊆
　
第
四
講
　
中
古
文
学
の
一
　
九
四
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
1
　
『
日
本
文
学
史
教
科
書
』
第
二
章
平
安
朝
　
二
三
代
集
の
撰
進
　
二
三
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
2
　
『
国
文
学
史
講
話
』
第
三
章
　
延
喜
時
代
　
＝
五
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
3
　
『
日
本
文
学
史
』
第
六
篇
　
江
戸
時
代
の
文
学
　
第
日
章
　
俳
譜
、
俳
句
、
俳

　
　
　
　
　
　　
文
、
狂
歌
、
狂
文
の
類
　
灘
〇
六
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
4
　
『
和
文
学
史
』
第
五
篇
　
近
世
　
第
二
期
　
俳
譜
狂
歌
　
五
六
ニ
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
5
　
『
日
本
文
学
史
略
』
第
十
篇
　
慶
長
以
後
の
文
学
　
二
九
八
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
6
　
　
『
日
本
文
学
史
』
柚
弟
六
期
　
「
江
～
戸
時
代
の
文
学
」
　
第
二
一
章
　
歌
調
六
二
二

　
　
　　
＊
3
7
　
『
日
本
文
学
史
要
㎞
第
六
章
　
江
戸
時
代
律
語
　
一
一
〇
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
＊
3
8
　
『
国
文
学
史
十
講
』
第
九
講
　
近
世
文
学
の
二
　
二
三
七
ペ
ー
ジ

　
　
　　
＊
3
9
　
『
日
本
文
学
史
教
科
書
備
考
』
一
二
入
ペ
ー
ジ
。
こ
の
本
は
書
名
の
示
す
よ
う

　
　
　
　
　
　　
に
、
自
身
の
『
日
本
文
学
史
教
科
書
』
の
た
め
の
教
師
用
参
考
書
で
あ
る
。
「
日

　
　
　
　
　
　
　
本
文
学
史
教科
書
』
の
方
に
も
蕪
村
は
も
ち
ろ
ん
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
天

　
　
　
　
　
　
　明
の
頃
、
江
戸
に
大
嶋
蓼
太
、
京
に
谷
口
蕪
村
等
あ
り
て
、
更
に
頽
勢
を
挽
回

　
　
　
　
　
　
　す
」
（
第
四
章
　
江
戸
幕
府
の
世
　
八
四
ペ
ー
ジ
）
と
蕪
村
の
紹
介
が
あ
り
、
作

　
　
　
　
　
　
　
例と
し
て
「
春
の
海
ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
り
か
な
」
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
、
平
安
城

　
　
　
　
　
　
　を
す
ち
か
ひ
に
」
、
「
鳥
羽
殿
へ
五
六
騎
い
そ
ぐ
野
分
か
な
」
、
「
薫
條
と
し
て
石
に

　
　
　
　
　
　
　日
の
入
る
枯
野
か
な
」
の
四
句
を
挙
げ
て
い
る
。
蓼
太
の
が
「
五
月
雨
や
あ
る
夜

　
　
　
　
　
　　
ひ
そ
か
に
松
の
月
」
だ
け
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
非
常
な
優
遇
で
あ
る
。

　
　
　
　
＊
4
0
　
『
新
体
日
本
文
学
史
』
　
一
　
近
世
文
学
又
江
戸
文
学
　
俳
譜
狂
句
　
一
一
ペ
ー

　
　
　
　
　
　　
ジ
。
こ
の
本
は
江
戸
時
代
か
ら
叙
述
を
始
め
て
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
形
式
で
あ

　
　
　
　
　
　
　る
。
そ
こ
で
「
新
体
」
と
か
ぶ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
＊

4
1　第
七
篇
　
江
戸
時
代
の
文
学
　
第
四
章
　
俳
譜
、
俳
文
、
狂
歌
、
和
文
、
松
尾
芭


